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立春も過ぎ大きな流れとしては気
温も高くなっていく傾向で，日の出
は早くなり日の入りは遅くなって，
日本全体の明るい時間がどんどん増
えていき始めています。
昨日久し振りに出張で新潟県に
行ったのですが予想外に雪が少ない
のに驚きました。現地の工事現場の
担当者の話では今年は暖冬とのこと
で，いつもテレビで天気予報を見て
いるだけの私にとっては全くの認識
違いでした。今年は北海道だけが平
年並みの降雪量なのでしょうか。
今最もホットな話題は千代田区長
選挙結果です。あまりの大差で小池
都知事が後押しした現役が勝利し，
この半年強で大半の東京都民の心を
掴んだ都知事の力量と人格には敬服
します。7月の都議会選挙に日本中
が興味を示すのではないでしょう
か。
さて，今年の 2月号は大深度地下，
地下構造物特集です。パイプライン

のような小さな構造物から地下備蓄
大断面空洞，日本最大のシールド機
を 4台も一度に使用し，しかも大深
度・長距離の東京外郭環状道路の紹
介や，専門家だけでなく一般の方々
にも興味がわきそうな東京メトロの
地下鉄工事の話題など，技術と歴史
を盛り込んだ素晴らしい報文を色々
なジャンルの方が執筆して下さいま
した。また，今回頭が下がりますの
は交流の広場において文筆には全く
の素人の農園の御主人が 2頁ほど書
いて下さったことです。現在も東京
の小平地域の農園には農業の一環の
中でトンネルが数多くあるようで
す。高さ幅とも約 1.5 m 程度で延長
は 5 mに達するところもあるそう
で，驚いたのは 30 年ぐらい掘りっ
ぱなしで未だに崩れていないこと
と，天端がアーチ状に造られている
とのことでトンネル構造の理にか
なっています。
最後に改めましてご執筆の大役を
担ってくださいました皆様に厚く御
礼申し上げます。
  （中村・山本）

3 月号「地球温暖化対策，環境対策特集」予告
・二酸化炭素（CO2）排出量を 6 割削減できる高炉スラグ高含有セメントを用いたコンクリート
の実工事への適用　・IoT で建機稼働計測CO2 排出量評価ツール　・産業廃棄物処理の現場から
水素社会を実現する技術　・土木機械設備施工における LCA適用の考え方に関する一考察　
・山岳トンネル工事のエネルギーマネジメントシステム　・自動粉じん低減システム　・帯電ミ
ストによる浮遊粉塵除去システム「マイクロ EC ミストⓇ」の開発　・グラブ浚渫の効率化と精
度向上を実現したトータルシステム　・凝集効果が長期間持続する凝集剤による濁水処理方法の
紹介　・自然由来ヒ素汚染土壌の分離浄化処理工法の開発　・高性能ボーリングマシンの低騒音
化・自動化　・トンネル工事の発破に伴う低周波音の低減装置　・おもりを用いた工事振動低減
工法の概要
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